特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　９月　８日　３７２号

トコトン猪対策大作戦　(6日)　
8時半に集合、芋畑の雑草抜き実施、耕うん機の試運転で農業塾の下準備が完成。
台風12号が北海道に抜けた影響か手頃に風が吹き作業には適当な日よりでした。通路の修復作業では打ち込んだ松杭を主柱として土嚢が崩れないように土止めを張り付けました。運び込んだ土嚢を投げ入れ、並べ、路肩の修復が進みました。これまで準備した土嚢450袋を使い切りました。それでもまだまだ足りなくて急遽80袋を追加製造しました。通路完成には200袋が必要です。これを並べ終わると軽トラックが畑に横付けで、用具や肥料の運び込み作業が一挙に軽減されます。完成すれば即刻「猪防護柵」の設置をします。

　事務局会議で今後使用頻度が多くなると見込まれるバックホーについて、「借り入れ」か「購入する」かの論議がされました。結論はとりあえずレンタルして使い具合を見て判断することに落ち着きました。早速小型のバックホーをレンタルして作業を行いました。午前中は運転経験のある片木さんの運転、午後は青代さん小川さん、山村が運転しました。超小型でも重量800㎏です。人力ではとてもできない作業がスイスイ進みました。流石に機械の威力はすごいものだという事を思い知りました。

この日の作業で、軽トラックの進入が通路の中ごろまで可能になりました。残りの通路整備になお200袋以上の土嚢が必要です。11日の午前9時から残作業を行います。それまでに土嚢造りが出来ていれば、午前中に完成です。お手伝いください。

民家の草刈りお手伝い　見事に出来上る　5日　
とある会員さんから放置してある庭の整地を手伝ってほしいとの希望や要望が寄せられ、事務局で検討した結果、お手伝いをすることになりました。予定していた5日は、台風12号のために朝から雨が降り続いていました。会員である本職の植木屋さんにもお願いしてありましたので、雨が降り続いていましたが、依頼人さんと3人で作業を行いました。片付けた量は2ｔトにラック山盛りなり、なんとか綺麗な庭によみがえらせることが出来ました。

秋の野菜を栽培する「農業塾」　参加者募集　無料（一部負担）。　１８日午後実施　（会場未定）
講師にミズナ・ナスビの特農家でふれあいの駅助役の中西稔氏(ＪＡ山城の理事)に長年の経験と研究から得たポイントをわかりやすくご指導いただくことをお願いしたところ、快く了解いただきました。京田辺市の農業委員としても活躍中で、何よりも普賢寺ふれあいの駅の準備から今日まで世話役を担い、農業後継者育成にも取り組むなど地域農業の振興に一役かっておられます。今回は日曜日の午後を中心に時間を取っていただき、お話を多方面からお聞かせいただく予定をしています。現在家庭菜園を取り組んでおられる方も、これから始めようと考えておられる皆さんも一緒に実践しましょう。是非多くの方のご参加をお願いします。今回は参加料無料です。特殊な場合一部負担が発生するかもしれませんが、基本的には無料です。気軽に申し込んでください。　住所・氏名・年齢・電話番号（fax番号）を、0774-64-4183までご連絡ください。会場は次週のニュースでお知らせします。
木津川花散策　参加者募集10日　午前9時30分　ＪＲ棚倉駅前出発⇒三山木駅　
暑さ対策　飲み物　帽子は必ず持参下さい。
防賀川ワークショップ　18日
受付8時30分　　午前9時開会～12時まで　駐車場は有りません　自家用車でのご来場はご免

三川撤廃で防賀川の取り壊しが行われています。このＪＲの上の水路は見事な石張りがされています。一度は見ておきたいものです。そして工事が完了している所には内陸部に生えているのが珍しいトキワススキが生育していました。これも現在では絶滅しています。防賀川の植生調査が市政移行前に実施された京田辺市発行の記録誌に残されています。この発見等がきっかけで里山の会の結成に繋がっています。また、京田辺市の防賀川霧酒計画では、公園や散策路などが企画されています。防賀川公園はこの企画で進められているのです。

第二回目のワークショップとして散策マップ作りの資料集めを行います。秋風が爽やかさを増す一日みんなで気軽に興戸から新田辺駅までを散策しませんか。お越しをお待ちしています。第3回目は23日に同時刻で行います。集合場所は次号でお知らせします。

会誌31号　原稿募集　締切迫る(10日)　1996年5月11日に結成総会が開かれ、10月に会誌｢山城の自然｣(のちに改名)と題して第1号が発刊(69頁)されました。それから半年ごとに継続発刊され、2011年4月には30号(213頁)とありました。今回準備を進めています31号もこれまでに勝るとも劣ることのないようにと頑張っています。過日の奈良県や和歌山県にすさまじい被害を発生させた台風12号による空前の降雨による災難、東北大震災と原発事故が引き起こされました。こうした中で｢私の震災｣として特集を企画しました。皆さんの故郷での出来事、祖父や祖母、ご近所の方々から聞かされた経験等を気軽にお書き下さい。この記録が次世代への贈り物となって、役立ってくれる機会になればと思います。期日が迫ってきましたが、今書き始めています。少し待って下さいとご連絡いただければ、出来る限り協力致しますので、多くの皆さんの積極的なご参加、協力をお願いします。

稲刈り体験作業・参加者募集　子ども神輿も巡航　小学生の皆さんの参加大歓迎　
24日(土)　　10時集合　普賢寺小学校前

東北の震災と原発事故から米の供給はどうなるのだろうと多くの人々が気にされていると聞きます。里山の会の田んぼでは、イノシシが入ってイネが荒らされ、台風によって稲穂が倒されました。しかし何とか例年通りの収穫が見込まれます。稲穂も少し黄金色になって重く垂れ始めました。このまま順調に進みますと稲刈りを24日の予定日に実行できます。刈り取って、脱穀、乾燥、籾摺りまで１昼夜で行えますので、注文いただいた方々には刈取の翌日(25日)の夕方には新米(玄米)を配達(２袋以上)出来ます。

本日現在14人の会員さんから注文が届いています。京田辺市での最も美味しい山田のコメだと高い評価をいただいています。早急にご注文下さい。数量にかぎりがありますので売り切れごめんとしています。

さて、当日の稲刈り体験が終わった直後、収穫を祝い豊作と自然の恵みに感謝する神輿の巡行を刈り取った田んぼで行います。これが本当の秋まつりではないでしょうか。多くのご参加をお待ちしています。新米のおにぎりもふるまわれます。参加費700円です。

家庭菜園されている方で、稲わらが必要だとおっしゃる方は、稲刈りにおこしください、はさ掛けのお手伝いをお願いします。

やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

